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九州 本 土 以 北 で は か な り ま れ な 蝶 と され て いた タテ ハモ ドキ が , 1958 年 か 鹿児島 県 下 の 大隅 。 隆 摩 両 半島 で 
多数 採集 きれる よう に な っ た . そこ で , この 個体 数 増加 の 原因 や 越冬 の 問題 な ど を 1958 年 か ら 1961 年 に わた っ て 
調べ て みた . その 結果 。 土着 を 確認 し 若干 の 生態 的 な 知見 を えた の で , 1960 年 の 日 本 昆虫 学会 第 20 回 大 会 ( 於 大 
阪 ) で 概要 を 発表 し た の で あっ た が , 本 報 で は 紙 数 の 都合 で 周年 経過 (発生 回 数 ) だ けた とどめ 分 布 , 生活 史 。 
ク 態 の 問題 な ど は 稿 を あら た め て 後日 報告 する こと に し た い . な お , この 調査 は 自然 状態 で の 記録 を 主 に 大 隅 半 
伺 南 端 部 の 佐多 町 一 帯 で と り , 累代 飼育 や 成虫 の 寿命 を 調べ る た め の 飼 育 な ど は すべ て 鹿屋 市 鹿 展 農業 高校 内 の 
生物 教室 及び 野外 で 行っ た . 

本 文 に 入る に 先立ち 。 原稿 校 開 を た まわ っ た 鹿児島 大 学 尋 学部 渋谷 正 健 博士 , 調査 た あたっ て 有益 な 御 助言 
を いた だ いた 九州 大 学 教 利 部 白水 隆博 士 , 鹿児島 昆虫 同好 会 の 田中 洋 氏 ほか 多く の 会 員 の 方 々 に 厚く 御礼 申 上 げ 
る 











第 1 世代 
1. 越冬 成虫 か ら の 飼育 記録 

G) 母 蝶 A (1960 年 5 月 2 佐多 町 田尻 に て 採集 ) マイ ワダ レ ソ ウ に 77 個 産卵 させ る 5 月 12 日 死ぬ 。 

5 月 5 日 産卵 (39 個 ) : 5 月 13 昌 ふ化 し た の で シヤ ー レ に 2 一 3 頭 ず つ 分 け て イワ ダレ ソウ で 全 育 し た 11 頭 の 
記録 は 第 1 表 の 通り . 

結局 > 卵 期 て 8 日 ), 1 令 期 (3.7 日 )) 2 令 期 3.0 昌 ), 3 令 期 4.2 日 )。 4 令 期 (4.6 日 ), 5 令 期 7.0 日 ), 
幼虫 期 22.1H), 顕 期 10.4 日 )。 幼生 期 (40.6 日 ) に な る . ほか の 卵 は 飼育 箱 で 大 量 に 飼 肥 し た が 6 月 1521 
日 に 118 $12* が 羽化 し た . これ ら は 普 期 10 一 12 日 (平均 11.0 昌 ), 幼生 期 41 ン 47 日 (平均 43.4 日 ) に な る . 
5 月 6 一 7 日 産卵 (28 個 ) : 5 月 14 日 か らち ふ化 を 始め , 6 月 15 一 20 日 に 16 8 8 9 9 が 羽化. 嘩 期 10 一 12 日 
(平均 11.3 昌 ), 幼生 期 46>46 日 (平均 42.7 日 ) 

5 月 8 一 10 日 産卵 (10 個 ) : 6 月 1619 日 に 3 8 8 5 % * が 羽化 . 内 期 10~12 日 (平均 11.0 日 )。 幼生 期 39 
43 日 (平均 40.9 日 ) 

(2) 母 蝶 B (1960 年 5 月 2 日 , 佐多 町 田尻 に て 採集 ) っ イワ ダレ ソウ に 6 個 産卵 -… 5 月 23 日 死ぬ 

5 月 5 日 産卵 : 5 月 14 日 ふ化 , 6 月 16 日 まで に 3 9 羽化 . 

③ 母 剛 じ (1960 年 4 月 29 日 。 指宿 郡 喜入 町 生 見 , 樺 下町 錠 敏 氏 採集 … 5 月 3 日 受領 )… 5 月 16 日 まで に イワ 
ダレ ソウ に 389 個 産卵 

5 月 5 一 6 日 産卵 (12 個 ): 5 月 14 日 ふ化 始 , 6 月 14 一 18 日 に 5 3 8 3 9 羽化. 貴 期 1011 日 (平均 10.6 日 ), 
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第 1 表 : 第 1 世代 (5 月 13 日 ふ化 ) の 飼育 記録 











1 眠 起 | 2 眠 起 | 3 限 期 | 4 眼 期 | 遇 化 | 羽化 | 性 | 幼虫 期 | 短期 | 幼生 期 
V.16 Y.19 V.23 V.28 VI. 4 VI.13 9 | 22 9 39 
ya16 | v.19 | v.23 | vV.27 | wm.3 | WM18 | 8 | 21 10 39 
v.16 | v.19 | v.23 | v.28 | VM.3 VI.14 $s | 21 11 40 
v.16 | v.19 | v.23 | v.28 | w.4 | wild | s | 22 10 40 
ya17 | v.19 | v.24 | vV.28 | M.4 | w14 | e | 22 10 40 
ya17 | v.20 | v.24 | v.29 | vw.4 | vw.14 | s 22 10 40 
V.16 V.19 V.23 V.28 VI. 4 VI. 15 8 22 11 41 
v.16 | v.20 | v.24 | v.28 | vw.5 | v.i5 | s 23 10 41 
v.16 | v.19 | v.24 | v.29 | w.5 | Vw.15 | s 23 10 41 
v.17 | v.20 | v.24 | v.28 | ws | vwr7 | s 23 12 43 
V.17 V.20 V.24 V.29 VI. 5 VI. 17 8 23 12 43 


























幼生 期 39 一 44 日 (41.9 日 ) 

上 の 記録 を ざん な ぶ まとめ る と , 結局 5 月 5 一 10 日 の 卵 は イワ ダレ ソウ で 飼育 し た と と ろ , 卵 期 8 一 9 日, 幼虫 
期 22 日 , 幅 期 11 日 , 幼生 期 41 日 前 後 で 6 月 18 一 21 日 に 418 8359 が 羽化 し た こと に な る . 

2 自然 状態 で の 記録 

(1) 幼虫 の 採集 の , 飼育 記録 

1960 年 5 月 2 日, 佐多 町 大 泊 と 田尻 の 海岸 で イワ ダレ ソウ か ら 採 集 し た 1 令 (1 頭 ), 2 令 (1 頭 ), 3 令 (1 
頭 ), 4 令 (5 頭 ) の 幼虫 は 5 月 21 日 一 6 月 5 日 に 184* ? が 羽化 し た . また , 同年 5 月 29 日 は 大 泊 海 岸 で 終 令 
(1 頭 )、4 全 (1 頭 ) を 採集 し た が , それ ぞ れ 6 月 2 日 ( 由 化 )… 6 月 12H (8 羽化 ), 6 月 7 日 ( 映 化 ) っ 6 月 
18 日 <? 羽化) の 記録 を えた - 

(2) 成虫 の 発生 状況 

佐多 町 で は 1960 年 5 月 2 日 に は 越冬 成虫 だ けし か いな か っ た が 5 月 29 日 に は 羽化 直後 と 思わ れる 個体 を 含め 
て , 夏 型 の 新鮮 な 個体 が 数 頭 み られ た . これ が 最も 早い 記録 で , 6 月 に 入る と 1959 年 (松田 , 1960), 1960 年 ( 田 
中 丸 , 1960) (福田 , 1961), 1961 年 (福田 ・ 田 中 , 1962) な どか な り の 記録 が ある . 

3 成虫 の 飼育 記録 

前 述 の 羽化 し た 成虫 を 飼育 箱 に 入れ 砂糖 水 と 果汁 で 飼育 し た 結果 は 第 2 表 の 通り ・ 

4 第 1 世代 の まとめ 

越 久 成虫 の 産卵 が 開始 され る 時 期 は 正確 に は わか っ て いな い が , 5 月 2 日 に 4 令 幼 虫 が と た れ て いる か ら , お そ 
く と も る 3 月 下旬 , 低温 を 考慮 すれ ば 3 月 上 一 中 旬 か ら 行 な われ る と 推定 され る . 1962 年 2 月 9 日 佐多 町 郡 で 20 
頭 を と える 成虫 が 飛ん で いた と いう 記録 (石田 昇 三 氏 の 御 教 示 ニ 未 発表 ) や , 南 薩 地 方 に お ける 3 月 上 旬 か ら の 
連続 的 な 成虫 の 活動 記録 (田中 , 1961) (山崎, 1962) も 上 の 推定 と 矛盾 し な い . 最も お そい 産卵 は , 越冬 成虫 
の 飼育 や 野外 記録 ( 終 見 1962 年 5 月 13 日 , 日 置 郡市 来 海 崖 。 1 頭 ) か ら 5 月 中 旬 あ た り と 思わ れる ・ 

これ ら 越 冬 成虫 か ら の 第 1 化成 虫 は 夏 型 と し て 5 月 下旬 (飼育 初発 5 月 21 日 , 野外 初見 5 月 29 日 ) か ら 6 月 下 





























第 2 表 : 第 1 化成 虫 の 飼育 記 銚 ( ) は 推定 


羽 化 日 VW.17 VL. 17 VI.17| VI.17| VI.17| VI.18| VI.18| VI.18| VW.18| VI.18| VI.18(V.29) 
死 Hm 日 VW.1 WM.3 | .1 | VI.30| MI.23| VW.30 VI.30| WM.1 | WM.13 VW.1 | WI.23| VW.2 
生 存 日 数 14 16 14 13 | 36 時 13 | 25 13 | 35 | (35) 








1 8 $ 6 \ マ \ 8 8 8 8 8 8 g 


時 
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1963] TYO TO GA ( 30 ) 
旬 に わた っ て 羽化 し , 7 月 下 名 まで 生存 する 可能 性 を も っ て いる こと に な る . 
第 2 世代 
1 FF, の 交配 に よる 飼育 結果 
6 月 17 日 羽化 の 2 8 8 ( 母 喋 A の F), 19 ( 母 喋 C の Fi) と を 飼育 箱 で 飼っ て いた と ころ , 7 月 5 日 , 2 令 


初期 の 幼虫 か ら 1 令 幼 虫 , 卵 ま で 計 75 個 体 が イワ ダレ ソウ に つい て いる 
精 卵 が 産ま れ た も の で あろ る ろう. 


恐らく 6 月 下旬 一 7 月 4 日 に 受 


し た . その 結果 , 7 月 18 一 24 日 に 55 頭 が 普 化 , 


帳 期 5 一 8 日 (平均 6.5 日 ) を へ て 7 月 24 日 一 8 月 2 


変 尾 月 日 は 不明 で ある が 
箱 2 個 に 分 け て イワ ダレ ソウ で 飼育 
日 に 夏 型 21 


の に 気付 いた . 
そこ で , 飼育 











8 8349 9 が 羽化 し た の で , 8 月 2 日 に 羽化 し た も の が 7 月 4 日 の 卵 で あっ た と すれ ば 幼生 期 は 29 日 間 に な る . 


な お , この 母 農 は さら に 7 月 6 一 8 日 に 19 玉 , 
に 産 付 し て 7 月 23 日 に 死ん だ . 

2 成虫 の 飼育 記録 

上 記 の 飼育 に よる 個体 を 飼 
も ちろ ん 飼育 記録 を その ま ヽ 








9 一 11 日 に 29 卵 


育 箱 で 飼っ た 結果 は , 第 
自然 状態 で の 正常 な も の と し て 判断 する わけ に は いか な い が , 


12 一 14 日 に 40 卵 (合計 163 卵 ) を イワ ダレ ソウ 





3 表 に 示す と お り 第 1 世代 より 寿命 が 長い 傾向 が み ら れ た . 
少く と も 2 ヶ月 余り 











生存 し うる 可能 性 は も っ て いる と みて よい だ ろう . 
第 3 表 : 第 2 化成 虫 の 飼育 記録 
羽化 日 MW.25 | m.25 VW.26 | W.26 | mwze | mzz | ms VI. 30 
死亡 日 W155 | 7 | W190 | 画 .23 | WM.29 27 | 牙 :2 VL. 24 
生存 日 数 21 23 24 28 34 | 25 
性 9 $ | $8 $ $ ? | :8 ? 





3 第 2 世代 の まとめ 


自然 状態 で の 記録 と し て は 1961 年 6 月 25 日 , 佐多 町 田 


産卵 中 の ( 夏 型 ) が いる こと を 確認 し て いる が , 
2 化 以後 の 発生 回 数 は 累代 飼育 の 結果 か ら # 
要 し て いる か ら , 仮に 第 1 化成 虫 の 早い @ が 6 月 1 

















は 7 月 1 日 一 8 月 20 日 に 羽化 する も の と 推察 され る . 


任 定 する ほか な い . 





万 の イワ ダレ ソウ で 終 令 幼 虫 (1 頭 ), 3 令 幼 虫 (数 頭 ), 
6 月 か ら 11 月 まで は 連続 的 に 新旧 の 成虫 が 見 られ る の で , 第 
上 記 の 記録 に よる と , 産卵 か ら 羽 化 ま で 約 30 日 を 
日 に , お そい \ が 7 月 20 日 に 産卵 し た と すれ ば , 第 2 化成 虫 
これ ら の 成 占 が も し 飼育 記録 の よう に 60 日 以上 も 生存 すれ 

















ば 9 月 上 旬 か ら 11 月 上 旬 ま で 生き 残る こと に な り , 仮に 野外 で 30 日 生き る と し て も 8 月 上 旬 か ら 10 月 上 名 まで は 


いる 


第 3 世代 


1 2 の 交配 に よる 飼育 結果 

$ (7 月 26 日 羽化 ), 
これ ら の 卵 は 8 月 3 日 に は 1 令 と 2 令 が 半数 ずつ , 
月 15 一 25 日 に 25 頭 が 遇 化 。 
日 ・ 以上 は 室内 
か ら 室 内 に 移し た と ころ , 8 月 26 日 眠 化 
羽化 に いた る と 考え て よい と 思わ れる 。, 

な お , 念 の た め 食 草 を か えて , 





9 月 2 日 


日 に 7 頭 が 遇 化 。 9 月 1 一 3 日 に 28 8 3 9 9 ほか 2 
し た . その 原因 は まだ わか ら な いか が: 
う ・ 


9 (7 月 25 日 羽化 ) 各 頭 を 飼育 箱 に 入れ て お いた と と ころ, 


8 月 22-31 日 に 128 8139 ゃ が 羽化 し た . 


に お ける イワ ダレ ソウ で の 飼育 結果 で ある が , 


8 月 9 日 産卵 し た も の を スズ メ ノ ト ウ ガ ラ ン で 飼っ て みた と ころ, 


葉 が 和楽 か く て 若 令 幼虫 の 食い こみ が か な り 良 いこ 


と と に な る . マー キン グ な ど に よっ て 調査 し た こと が な い の で 確実 な 寿命 は わか ら な い . 


7 月 30 日 に 受精 卵 を 産ん だ - 
8 月 10 日 に は 終 令 幼 虫 が 現れ る と いう は や い 生 育 を 示し て 8 
映 期 3 一 10 日 (平均 6.1 日 ), 幼生 期 2332 
鹿屋 市 の 野外 に 放 飼 し て いた 個体 は 終 令 に な っ て 





に 1 9 が 羽化 し た の で , 佐多 町 あたり で も 30 日 前 後 で 卵 か ら 


8 月 2528 
頭 が 羽化 し , イワ ダレ ソウ の 場合 より も 若 下 早い 生育 を 示 
と が 問題 に な る も の 





kaa と 思 
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また , 上 記 の 母 喋 は イワ ダレ ソウ と スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ を 変 互 に 用 いて 採卵 を 試み た が , いずれ の 植物 に も 良 
< 産卵 し , 7 月 30 日 か ら 8 月 12 日 に わた っ て 623 個 を えた . 母 蝶 は 8 月 13 一 15 日 に 死ぬ . この ほか の 組 の 成績 は 
次 の 通り ・ 

38 8 (7 月 28 日 羽化 )x 2 9 ゃ (7 月 27, 28 日 羽化 )>VI. 30 (4 卵 ) っ VE. 8 (1 令 幼 虫 多 数 うっ > 飼育 せ ず . 

1 8 (7 月 26 日 羽化 )x 1 ? (7 月 26 日 羽化 )>W. 30 (1 卵 ), VI. 31 一 WW. 4 (多数 産卵 )… 全 部 未 受精 卵 . 

2 第 3 世代 の まとめ 

上 の こと か ら , 第 2 世代 の 早い * が 7 月 上 旬 に 産卵 すれ ば , 第 3 世代 の 初発 は 8 月 上 名 か ら で , 第 2 世代 に ま 
じ っ て くる と と に な り , 8 月 上 旬 の 卵 は 9 月 上 名 に 羽化 する と と に な る . これ ら の 成虫 は 飼育 し た と ころ 少く 
と る 30 日 の 寿命 は ある . 第 2 世代 の お そい 産卵 は 8 月 中 句 まで 確認 し て いる が , 前 述 の よう に 10 月 上 句 まで 生存 
する 個体 が あれ ば , 10 一 11 月 に 羽化 し て 秋 型 の 越冬 成虫 と な る 可能 性 も いく ら か ある . 

自然 状態 で は この 頃 か ら 水 田 や 湿地 淀 で 個体 数 が 目立っ て 多く な る が , これ は 新しい 食 草 ス ズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ 
の 出現 と 関係 が ある も の と 推察 され る . この 食 草 は 7 月 上 名 から 発 葛 し て くる が , 8 月 上 名, 早期 水稲 の 刈 入れ 
が 終っ た 水田 で は 一 面 に は び こ り , 成 由 に 豊富 な 蜜源 と 産卵 場 を 提供 する こと に な る .・ 











第 4 世代 


1 9 月 上 中 旬 の 採卵 ・ 飼 育 記録 

8 月 下 包 一 9 月 上 名 に 羽化 し た F。 ど うし の 次 配 に 失敗 し た の で , 野外 で 採集 し た 成虫 か ら の 採卵 , 飼育 に よっ 
て 第 4 世代 の 出現 期 を 調べ て みた . 

1959 年 9 月 6 日 , 佐多 町 伊 座敷 で 採集 し た 夏 型 1@ は 9 月 7 一 19 昌 に スズ メ ノ ト ウ ガ ラ ン シ に 874 個 産卵 し て 9 
月 22 日 死ん だ . 9 月 7 日 の 卵 8 個 は 室内 の シャ ー レ で スズ メ ノ ト ウ ガ ラ ン シ を 用 いて 飼育 し た ら , 10 日 (ふ化 ), 
12 日 (1 眠 起 ), 13>14H(2 眠 起 ), 15 一 16 日 (3 眠 起 ), 17 一 19 日 (4 眠 起 ), 21-26 日 ( 昭 化 ), 10 月 2 一 4 日 
( 夏 型 48 8 2 羽化) と いう は や い 生 育 を 示し た が , 飼育 箱 で 飼っ た ほか の 卵 は 10 月 12 日 一 11 月 7 日 に 108 
$20* ゃ が 羽化 し た . 秋 型 は 10 月 4 日 か ら あ ら わ れ , 夏 型 は 10 月 24 日 まで 羽化 し た が か, この 交代 期 は 10 月 7 日 
( 夏 型 1 8, 秋 型 181@), 10 月 8 日 ( 夏 型 18 19, 秋 型 6 る 381?) の よう に 秋 型 の 初発 日 か ら 数 日 間 ぐ 
らい が 最も 顕 甘 に あら われ る よう で ある . 

な お 。 佐多 町 伊 座 敷 に お ける 野外 の 記録 で は , 1958 年 9 月 29 日 夏 型 10s 8 5 9 に まじ っ て 秋 型 1 8 が と れ て 
お り , 10 月 9 日 の 調査 で は 両 型 と も 普通 で あっ た が , や ょ 秋 型 の 方 が 多い 感じ で あっ た . 夏 型 の 終 見 記録 は 1959 
年 11 月 3 日 (佐多 町 伊 座敷 ) 1 頭目 撃 で ある か ら , 大 体 8 月 下旬 一 9 月 上 旬 の 卵 が 9 月 下旬 か ら 和 早い 秋 型 と し て 
あら われ , 10 月 上 旬 が 混 発 期 。10 月 中 句 か ら は 秋 型 が 主 に な る も の と 思わ れる . 

上 記 の 飼育 に よる 羽化 成虫 は 鹿屋 市 の 窓 外 で 飼育 し た が , 第 4 表 の よう に 1959 年 か ら 1960 年 に わた うり 寿命 が 著 
し く な が か っ た ・ 

野外 で 採集 し た 成虫 も 飼育 し て みた が , 佐多 町 竹 之 浦 産 (1959・ 穫 ・23。 秋 型 2 8 8 採 う っ ( 氏 ・20, 1960・ 
II・2 死 ), (1959・ 凶 ・26, 秋 型 1 8 採 )>(1960・IH・14 死 ), 佐多 町 郡 産 (1959・ 巡 ・23。 秋 型 1 * 採 )>(1960・ 
TL・ 中 旬 死 ), 志布志 町 夏井 産 (1961・ 氏 ・3, 秋 型 2 9 * 採 )>(1961・ 旬 ・ 下 旬 , 1 死 ) (1962・I・4, 1 
e 死 ) の よう に , 鹿屋 市 で も 越冬 で きる 可能 性 が 大 きい と こと が わか る . 

2 第 4 世代 の まとめ 

すでに 報告 し た よう に , 越冬 成虫 と な る 秋 型 の 活動 状況 は 9 月 下 名 か ら 10 月 下旬 が 最も 活発 で 個体 数 も 多 
く , 7 一 8 月 の 夏 型 が か スズメ ノ ヒ エ , ケ カ モノ ハシ な ど イ ネ 科 植物 の 穂 (くさ っ た 種子 ) か ら 吸 汁 し て いた の に 
対し , 水田 に 生ずる スズ メ ノ ト ウ ガ ラ ン の 花 に 集 る よう に な る . その 後 は 蜜源 も 少く な る し (11 月 23 日 ,。 スズ メ 
ノ ト ウ ガ ラ シ の 花 は まれ )), 気温 も 低く な る の で , 1112 月 に 採集 され る 個体 は ,。 暖 い 日 に と び 出 し て き て , 陽 
当り の よい が け や 土 手付 近 で は ね を ひろ ば げ て 日 光 浴 を し て いる も の が 主 に な る . 飼育 し て みて も 暖 い 日 の み 活 動 
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第 4 表 : 秋 か ら 冬 に か け て の 成虫 の 飼育 記録 (1959 一 1960 年 ) 
本 |l 
羽 化 日 XX. 上 |X. 上 XX.8 xX.8 X.12X.12X.12 X.14X.18IX.22X.23 X.24X.24X.24 XxX.26 





先 日 迎 -20i.EX.25X.26IX.24XL. 下 氏 . 下 XL.16IXI.16IXI.24|IT.12 錠 .20IXI.9 Im.14hm.14 
生存 日 数 .⑦6)|(99)) 17| 18| 12 (43) (43)」 33 | 29| 381112 | 74| 14| 51| 49 
性 。 8 8 9® 9 9 @ | 8 8 6 g 9 9 8 





李 節 型 !fau]|fae fae |fau fau fau |fau fau |fau |fau lfau | fae | fau lfau | fau 
1 に | 


羽 化 日 IX.27IX.28IX.28X.28 X.28X.30X.30IX.31IX.31II.2 a.2 xr.2 xr.7 7 Ri.7 
死 亡 日 .18I.20X.14|I.11 凶 .8 II.24 名 .14IT.4 !T.8 季 .14 季 .14 i.26 名 .14|T. 上 TI.26 
生存 日 数 | 52| 84 75| 41| 25!| 45| 96| 69| 422| 42| 85| s7 (39) 80 
性 gp Q @ る 0 
本 節 型 faulfaulfaulfaulfaulfauifaulfaulfaulfaulfau | fau fau !fau | fau 
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し > 肢 が あれ ば 接 食 る する が , 好 ん で は ね を 開い て 日 光 を 受け て いる の が 見 られ る . 従って, 越冬 の た め の エ ネ 

ルギー 源 は 1C 月 に 十分 と っ て お く こ と か 必要 と 思わ れ , 晩秋 か ら 冬 に 羽化 し た 個体 は , 活動 で きる 暖 い 日 が 少 い 
こと と 蜜源 不足 の た め に , 冬 を 越す の は きわ め て むつ か し いこ と で あろ う . 8 一 10 月 の 夏 型 の 成虫 は , 飼育 すれ 
な り MER を し た かい の < 力 は や は り 10 月 に 羽化 し , 十分 吸 審 で きる 秋 型 
成虫 と いう こと に な ろう . た ゞ し, 長 型 と 秋 型 の 間 に 形 態 だ は け で な く 生 理 的 た ちがい が ある か ど うか は 良く わか 
ら な い . 

結局 。 第 3 世代 が 8 月 上 名 か ら 発 生 す る と すれ ば , 第 4 世代 の 早い も の は 9 月 上 一 中 1 回 から 第 8 世代 の お そい 
a こと に な り , 8 月 下旬 の 卵 は 9 月 中 一 下 名 に 真 型 成員 を 生じ ⑨。 9 月 OE 


= 旬 か ら 直 月 時 名 に わた っ て 輩 型 と 秩 型 の 成 届 と な る こと が わか る 。 第 4 世代 の 終 発 が いつ 頃 に な る の か は っ き 
り し な い が NN な 勢力 と な る こと は 間 ち か いな さそ うに 思わ れる 

第 5 世代 

1 飼育 記録 


第 4 世代 が 9 月 上 一 中 名 か ら 発生 する な ら ば 9 月 中 名 に は 産卵 が な され る こと に な り , 飼 公 し て みる と 第 5 化 
灰 虫 が 羽化 し て くる , し か し , 10 月 下旬 の 卵 か ら は 踊 化 まで は いっ て も 羽化 し た い . この よう に 秋期 に は 産卵 時 
期 の わずか な ちがい で 種々 の 生育 程度 の 差異 を 生ずる の で , 第 3 化 又 は 第 4 化成 虫 及 び 一 部 5 の 第 5 化成 虫 (推定 ) 
に よる 9 月 中 介 一 12 月 中 名 の 卵 の 発育 状況 を 調べ て みた . 

10 月 上 一 中 回 の 記録 : 1958 年 9 月 29 日 (佐多 町 伊 座 敷 ) 夏 型 1 9 採集 . 10 月 1 18 日 に スズ メス ノ ト ウ ガ ラ シ を 
用 いて 291 個 産卵 させ た . 

鹿屋 市 教室 内 で 10 月 1 日 に 族 ま れ た 卵 を 飼育 し た ら 10 月 10H (を 化 ), 13 晶 (1 眠 起 ), 15 日 (2 眠 起 ), 18 昌 
(3 有 眠 起 ), 22 一 25 日 (4 眠 起 ), 11 月 1 18 日 ( 遇 化 )) 11 月 15 一 28 日 ( 秋 型 6 る 8 4 9 @ ほ か 3 頭 羽化 ) と い 
う 継 過 で 第 5 世代 に あたる 成虫 が 羽化 し た . また , 上 の 卵 (10 月 上 名 産卵 ) を 10 月 11 日 。 野外 飼育 箱 に 入れ て み 
だ こと ころ, 10 月 15 一 17 日 (ふ化 , 10 頭 ), 20 一 21 日 (1 眠 起 , 10 頭 ), 11 月 1 一 20 日 ( 晴 化 , 6 頭 : 前 燃 , 2 頭 : 
幼虫 , 2 頭 ), 12 月 11 日 (羽化 , 秋 理 1 頭 ), 13 日 (羽化 , 秋 型 1 頭 ), 16 日 (羽化, 秋 型 1829 ゃ ) (ほか 記 
妹 も れ ) の よう に ぽつぽつ と 羽化 する 個体 が あっ た . な お , その 他 の 多数 の 卵 は まとめ て 野外 飼育 箱 で 飼っ た が , 
12 月 16 日 (29 9), 20 日 (18 1$), 27 一 28 日 (8 頭 ), 1 月 20 日 (18), 1 月 3 一 6 日 (1 ) の よう に 羽 
化し た . し か し , 虐 化 や 羽化 に 失敗 し て 死ぬ 個体 る 多く , 羽化 し た も の も 元気 が な か っ た . 

19 月 下旬 の 記録 : 前 記 1959 年 10 月 12 日 一 11 月 7 日 に 羽化 し た 佐多 町 産 の Fi を 飼育 し て いた ら , 10 月 下旬 に 産卵 
を 認め , 続々 と ふ化 し て きた . これ ら を スズ メ ノ ト ウツ ウ ガ ラ シ で 飼育 し た と ころ , 12 月 3 10 日 に 6 頭 が 華 化 し 
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た 。 その後 。 12 月 11, 14, 20 日 に も 各 1 頭 ずつ 遇 化し た が , 顕 化 の 途中 で 死ぬ 個体 が 12 月 11 日 (1 頭 ), 20 日 (3 
頭 ) の よう に み ら れ , 幼虫 は 12 月 下旬 まで 6 頭 生存 し て いた が , その 後 鯖 化す る 個体 は な く , 1960 年 1 月 中 一 
句 に は 幅 も 幼虫 も すべ て 死ん で つい に 第 5 世代 を 生ずる こと が で き な か っ た . 

11 一 12 月 の 記録 : 上 の 10 月 下旬 と 同じ 材料 で ある が , 11 月 上 名 に ふ化 し た 幼虫 を 野外 で 飼っ た ら 11 月 16 日 (3 
合 。10 頭 ) (2 令 , 3 頭 ), 12 月 11 日 (3 一 4 令 , 10 頭 ), 12 月 20 日 (4 一 5 令 , 数 頭 ) の ち 行 方 不明 . また : 室 
内 で 飼う と 11 月 上 名 ( ぉ ょ 化 ), 11 月 21 日 (2 令 , 2 頭 ) (3 令 , 2 頭 ) (4 令 , 1 頭 ), 12 月 20 日 (4 一 6 ? 令 ), 
1 月 9 日 (4 令 。 1 頭 生 存 ), 2 月 5 日 (4 令 , 1 頭 摂 食 ) の ち 行 方 不明 の よう に , ご くわ ず か の 幼虫 は 鹿屋 市 
の 室温 (0 ?C 以 下 に は な ら な い ) ぐら いで は 越冬 する 可能 性 を も っ て いる ・ 

11 月 26 日 に ふ化 し た も の は 教室 内 で 飼っ た と と ころ, 12 月 5 一 11 日 に 脱皮 し て 6 頭 が 2 令 に な っ た が , 12 月 8 日 
(1 頭 ), 9 日 (1 頭 ), 下旬 (1 頭 ), 1 月 上 名 (3 頭 ) の よう に 次 々 と 死ん で 3 令 に な る も の は な か っ た ・ 11 
月 下旬 一 12 月 11 日 の 卵 は 室内 で 多数 飼っ て いた が , 12 月 20 日 に は ぉ 化し な い 卵 ( 死 卵 ? ) か ら 3 令 幼虫 まで が 泥 
っ て いた 。 し か し , 1 月 9 日 に は 2 令 (2 頭 ), 1 令 (1 頭 ) の み が 生 き 残 り , これ ら の 幼虫 も 1 月 下旬 まで に 
は 死ん だ . また , 12 月 12 日 に ぉ 化し た 1 令 幼 虫 は 教室 内 シャ ー レ の 中 で 1 一 2 日 で 死ん で し まっ た ・ 

2 第 5 世代 の まとめ と 幼虫 越冬 の 問題 

第 5 世代 の 成虫 は 第 4 化成 虫 が 9 月 中 名 に 産卵 し た 場合 10 月 中 名 か ら 秋 型 と し て 発生 し は じ め 。 初期 の 個体 
は 越冬 も 可能 で あろ う . し か し , 9 月 下旬 の 卵 は 11 月 上 旬 か ら 鯖 化 が 始 る が , 顕 の 死亡 率 が 高い と いう ぐ ①. 10 月 
上 一 中 名 の 卵 は 12 月 上 名 一 1 月 中 名 に ぽつぽつ 羽化 する も の と , 遇 化 し て の ち 死 ぬ も の , 幼虫 の ま ょ 死ぬ る の に 
わか れる . これら の 羽化 する 個体 も 羽化 が 不 完全 な も の が 多く , た と え 羽 化し て も 越冬 の た め の 十 分 な 食物 を 扱 
取 す る こと は 仲 々 困難 で あろ う . 10 月 下 句 一 12 月 中 名 の 卵 は 幼虫 時 代 に 大 部 分 が 死に , 照 化 する 個体 は な い . し 










































































か し , 鹿屋 市 室内 で は 特別 に 加 温 し な く て も 3 一 5 令 幼 虫 で 1 月 下旬 まで 数 頭 。 2 月 上 名 まで 2 頭 , 2 月 中 旬 ま 
第 5 表 : 南 九州 に お ける タテ ハモ ドキ の 周年 経過 表 (小文字 は 死亡 率 が 著しく 高い こと を 示す ) 
Month| 3 4 5 6 7 1}:8 9 008. 由 、 1 2 
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E:egg L:larva P:pupa Az:adult 
(Small letters signify that the mortality is remarkably high. 
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で 1 頭 生き て いた 記録 が ある の で , 佐多 町 あたり で イワ ダレ ソウ に つい て いる も の は 幼虫 で 越冬 で きる も の が い 
くら か いる 可能 性 が ある . だ が , スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ を 食べ る も の は , 12 月 か ら あ と が 食 草 の 枯死 に よる 餅 不足 
と な り 角 死す る だ ろう . 


まとめ 

G) 九州 南端 部 に 生息 する タテ ハモ ドキ は 主 区 成虫 で 越冬 し , 第 1 化 , 5 月 下 句 , 第 2 化 , 7 月 上 旬 , 第 3 化 , 
8 月 上 和 旬 , 第 4 化 , 9 月 上 旬 , 第 5 化 は 10 月 中 旬 か ら そ れ ぞ れ 成 虫 が 発生 する が , 各 世 代 の 間 に は か な り の 重り 
合い が み ら れ る . 

(2) 越冬 成虫 と な る の は 主 に 10 月 に 羽化 する 秋 型 で , 第 4 化成 中 を 中 心 に , 第 3 化成 中 の お そい も の と 第 5 化 
成虫 の 早い 個体 が 加わ る も の で あろ る う . な お , 夏 型 と 秋 型 の 混 発 期 は 9 月 下旬 一 10 月 上 名 が 最も 著しい . 

3) 11 月 下旬 か ら 1 月 下旬 に か け て , , 卵 。 幼虫 , 由 の 死亡 率 は 次 第 に 高く な り , 成虫 の 羽化 率 は 低く な る 
この よう な 死亡 の 原因 は 低温 の た め 摂 食 行動 が か できない こと , 幼虫 の 食 草 及び 成虫 の 蜜源 の 減少 , 踊 化 , 羽化 の 
失敗 な どの 生理 的 障害 が お こる か ら で あ ろう . 

(4) イワ ダレ ソウ の ある 温暖 な 地 で は 幼虫 で 越冬 9 8 可能 性 も ある が , 自然 状態 で は まだ 確認 し て いな い . 

(5) 食 草 は クマ ツ ヅ ラ 科 の イワ ダレ ソウ (周年 ) と ゴマ ノ ハ グ サ 科 の スズ メ ノ ト ウ ガ ラ ン (7ー12 月 ) で ある 
が , 幼虫 の 選好 性 に は 差異 は な いよ う で ある . 
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Suinimary 


Although the Peacock Pansy, Precis almana, is fairly plentiful in most of the Loochoo Isl. 
and its range extends north to Tanegashima, it was regarded as one of the migrant species in 
Kyushu. Since 1958, however, there has been a remarkable increase in its numbers in the 
southern part of Kyushu. The present paper is devoted to show the annual life cycle of this 
species in this newly recognized habitat. 

As shown in the table, there are three to five generations in a year and some adults of 
the autumn generations which emerge chiefly in October pass the winter without diapause. But 
there is also a little possibility that a few larvae can survive to the next spring. 

The larvae feed on Lippia nodiflora L.C. RicgAsp (Verbenaceae) all the year round and on 


Lindernia vervenae folia PENNErL (Scrophulariaceae; from July to December. 
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